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２
月
中
旬
に
京
都
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同

志
社
大
学
名
誉
教
授
の
室
田
武
さ
ん
か
ら

お
話
を
聞
く
た
め
で
す
。
１
９
９
３
年
に
彼
が

著
さ
れ
た
著
書
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、

そ
の
内
容
に
注
目
し
た
地
域
生
活
研
究
所
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、
ぜ
ひ
お
話

を
聞
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

著
書
の
タ
イ
ト
ル
は
『電
力
自
由
化
の
経
済

学
』
。
大
手
電
力
会
社
10
社
に
よ
る
電
力
事

業
の
地
域
独
占
に
疑
義
を
抱
き
、
そ
れ
が
絶

対
的
で
は
な
い
こ
と
を
数
々
の
事
例
を
引
き

な
が
ら
示
し
た
労
作
で
す
。
今
で
こ
そ
、
発
送

電
分
離
や
電
力
小
売
り
自
由
化
が
現
実
の

も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
20
年
以

上
も
前
に
書
か
れ
た
内
容
は
示
唆
に
富
み
、

新
鮮
で
す
ら
あ
り
ま
す
。 

  

戦
前
に
お
い
て
自
由
競
争
に
委
ね
ら
れ
て

い
た
電
気
事
業
で
は
、
全
国
に
６
百
を
超
え

る
電
燈
会
社
、
電
気
利
用
組
合
や
公
営
事

業
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
争
に
向
け
た
電
力
供

給
強
化
の
た
め
に
、
電
力
国
家
管
理
論
の
下

で
日
本
発
送
電
＋
９
配
電
会
社
に
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
戦
前
で
は
発
送
配
電
が
分
離

し
た
事
業
は
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、

現
在
な
ら
技
術
的
に
見
て
配
電
事
業
だ
け
で

も
経
営
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
発
送
電
＋
９
配
電
会
社
以
外
に
も

住
友
共
同
電
力
な
ど
の
電
気
事
業
者
が
存

在
し
て
い
ま
し
た
。 

  

戦
後
、
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
に
基
づ
き
、
９
電
力

に
よ
る
地
域
独
占
体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た

が
、
中
に
は
、
利
尻
郡
町
村
電
気
組
合
に
よ

う
に
、
北
海
道
電
力
か
ら
独
立
し
て
一
般
電

気
事
業
者
の
認
可
を
得
た
組
合
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
四
国･

九
州
に
も
香
川
県
伊
吹
村

の
よ
う
に
公
営
の
一
般
電
気
事
業
者
も
い
く

つ
か
存
在
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、
電
気
代
の
高
さ

に
対
し
て
産
業
界
か
ら
自
由
化
を
求
め
る
動

き
が
出
て
き
ま
す
。
１
９
８
６
年
に
は
、
大
阪

ガ
ス
が
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
に
あ
る
「ツ
イ
ン

21
」
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
電
気
の

特
定
供
給
を
実
施
し
、
電
力
会
社
以
外
の
事

業
者
が
特
定
供
給
の
枠
を
広
げ
る
形
で
参
入

を
始
め
ま
す
。
１
９
９
５
年
に
は
地
域
限
定
な

が
ら
特
定
電
気
事
業
が
新
設
さ
れ
、
以
後
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
＝
独
立
系
発
電
事
業
者
、
02
年
に
は

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
、
11
年
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
が
公
布
さ

れ
、
14
年
に
は
小
売
自
由
化
を
認
め
る
電
気

事
業
法
改
正
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
動
き
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
電
力
会
社
に
だ

け
し
か
も
安
価
で
し
か
売
れ
な
か
っ
た
公
営

電
気
事
業
で
も
、
販
売
先
を
一
般
競
争
入
札

と
す
る
こ
と
で
、
電
力
会
社
以
外
の
会
社
に

高
く
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
状

況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

後
に
室
田
さ
ん
は
こ
う
述
べ
て
話
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 

「
電
力
自
由
化
で
総
括
原
価
方
式
が
事
実
上

廃
止
に
り
、
原
子
力
は

も
継
続
が
難
し
く

な
り
ま
す
。
政
府
は
、
そ
れ
を
見
越
し
て

様
々
な
原
発
救
済
策
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
電
力
自
由
化
の
動
き
の
中
で
原

発
再
稼
働
や
新
設
を
許
さ
な
い
た
め
に
様
々

な
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」 

 
 

い
く
ら
、
政
府
や
産
業
界
、
電
力
会
社
が

原
発
を
残
そ
う
と
あ
の
手
こ
の
手
を
尽
く
し

て
も
、
自
由
化
さ
れ
た
ら
原
発
は
生
き
残
れ

な
い
こ
と
に
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

文
責
：
事
務
局
長
・山
﨑
求
博 

８ ／新刊のご紹介／活動日誌 

７ 環境・エネルギー８行ニュース 

６ えどがわ市民発電プロジェクト

「えど・そら」だより 

理事 柳澤一郎 

２ 市民電力連絡会が設立１周年 

～会津電力・佐藤さんが記念講演 

事務局長 山﨑求博 

１ 巻頭言 電力自由化の経済学 

事務局長 山﨑求博 

●もくじ● 

５ 生活クラブエネジー設立 

事務局長 山﨑求博 

４ パワーシフトキャンペーン 

キャンペーン事務局 手塚智子 

8 

 

 

足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ公式フェイスブック   https://www.facebook.com/sokuonnet 

 4月22日、国際仏教徒ネットワークINEBの方々
が、足温ネット事務所を来訪されました。彼らは、韓
国で開催されるICE（諸宗教間気候･環境ネットワー
ク）の国際会議への参加にあたり来日されました。目
的は、市民発電プロジェクト「えど･そら」１号機の
ある寺院･寿光院の見学と市民共同発電所や日本のエ
ネルギー政策に関するガイダンスを受けたり、福島を
訪問するツアーに参加するためです。 
 国籍は、インド･ミャンマー･スリランカ･韓国･タ
イ･バングラディシュ･アメリカと様々です。 
 足温ネットからは、市民共同発電所の歴史から各地
におけるコミュニティパワーの発展状況、原発温存を
狙った現政権のエネルギー政策、それに対抗する市民
側のキャンペーンなどについてお話ししました。 
 インドの方からは「脱原発運動に対する圧力への対
抗策を知りたい」、ミャンマーの方からは「政府が進
める石炭火力発電への反論材料は無いか」「農村で自
然エネルギーをやりたいが何が適しているか」など、
様々な質問が出されました。 
 そこで、気候ネットワークが進める石炭火力発電に
対する反対キャンペーンやClimate Actionについて説
明させていただきました。また、電力会社が電力事業
を独占していない屋久島の事例や小水力発電事業のた

めに農協を設立した岐阜県･石徹白の事例を紹介しま
した。参加者からは、それらの情報を交換したい、一
緒にキャンペーンを展開しましょう、とのご提案をい
ただきました。とっても刺激的で、有意義な時間を過
ごさせていただきました。 
 最後に、参加されたスリランカの方からのお礼メー
ルを紹介します。 
  

Yamazami San, It was very nice to get the insight to 
Environmental movement in Japan. Thank you very 
much for your lovely presentation.（山崎さん、日本の
環境運動に対する洞察がとても良かったです。素敵なプ

レゼンテーションをありがとうございました） 

 

新刊の 

ご紹介 

国際仏教徒ネットワークの方々が来訪 

02.01 原発ゼロ市民共同川崎発電所の通電式に出席 

02.09 オフィス友恵とホームページ更新打ち合わせ 

02.15 気候ネットワーク「市民が進める温暖化防止」（京都） 

        にパネラー出演 

02.20 第11回運営委員会 

02.27 市民電力連絡会第2回総会＆設立１周年記念イベン 

    トに参加 

03.13 全国消費者大会･環境分科会に登壇 

03.14 日本NPO学会･疑似私募債パネルディスカッションに 

        登壇 

03.15 それゆけ！市民のつどい「えどがわ未来会議」で元 

    理事の田中優さんが記念講演 

03.16 生活クラブエナジー設立記念フォーラムに参加 

03.20 第12回運営委員会 

04.04 えど･そら２号機への見学受け入れ 

04.14 2015年度第1回運営委員会 

04.18 アースデイ2015市民電力連絡会ブース出展手伝い 

    （～19） 

04.22 ＩＮＥＢ（国際仏教者ネットワーク）からの視察受け入 

    れおよび交流 

04.24 Climate Action実行委員会準備会に参加 

04.29 全国市民･地域共同発電所全国フォーラム運営委員 

     会に出席 

 足温ネット活動日誌 生活協同組合研究 Vol.468～エネル
ギー転換について地域で市民にできること 
発行所:公益財団法人生協総合研究所 
定価:500円+税 

 全国にある生活協同組合のシン

クタンク・生協総合研究所が発行し

ている月刊雑誌です。今年１月に

発行されたVol.468の特集は「エネ

ルギー転換について地域で市民が

できること」。2016年に予定されて

いる電力小売り自由化を前に、何

ができるかについて8名の方々が

執筆しています。 

 テーマを見ると「自治体における

再生可能エネルギー利用推進の取

り組み」「非営利組織による地域で

の自然エネルギー促進活動」「日本

における協同組合とエネルギーの

歴史」など興味深い論文ばかりで

す。また、「ＩＥＡ世界エネルギー展

望2014」に関する日本記者クラブで

の記者会見（2014年11月下旬）に

ついても取り上げられています。 
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●節電家庭に商品券 
（2015.2.3 東京新聞） 

 東京都世田谷区は今夏、区営の太陽光発電所

による売電収入を財源に、節電に取り組んだ家

庭などに「省エネポイント」を付与する新施策

を始める。ポイントは地元商店街で使える商品

券と交換できる仕組み。同区は全国有数の電力

消費地で、保坂展人区長は「世田谷の人口規模

でみんなが省エネをすれば、発電所を造るのと

同じ効果がある」と話している。 
  

●電力４社、送配電設備を共同調達 
（2015.2.5 日経新聞） 

 東電が２月上旬に示す総合特別事業計画（再

建計画）の骨子に、送配電の提携方針を盛り込

む。東電が北海道電など３社と個別に提携した

上で、４社が共同で送配電網の効率化をすすめ

る。送電線や電柱は電力会社の基幹インフラ

で、投資規模は巨額だ。東電は３社との共同調

達で東電だけで最大350億円程度のコスト削

減を見込む。 
  

●発送電分離、2020年に 
（2015.2.6 日経新聞） 

 政府は電力10社に送配電部門の分社化を義

務づける「発送電分離」の実施時期を2020年

とする方針を固めた。政府はこれまで発送電分

離の実施時期を18～20年としていた。20年

と区切ることで電力会社が分社の準備をしやす

くする。また、電力会社が送電線の運営に介入

しにくくすることで、異業種の企業が電力小売

りに参入するのを後押しする。 
  

●再生エネと原発で計５割、2030年比率 
（2015.2.9 読売新聞） 

 政府は、2030年時点でのエネルギー別の発

電割合について、温室効果ガスを排出しない原

子力と、再生可能エネルギーの比率の合計を

50％程度とする方向で検討に入った。安全が

確認された原発は再稼働するが、再生エネの割

合が原発を上回るようにして、原発になるべく

頼らない姿勢を示す。再生エネの割合は13年

度は11％だった。 
  

●山形県が新電力会社を設立 
（2015.2.14 河北新報） 

 山形県は13日、県内の再生可能エネルギー

事業者など民間企業と共同出資し、地域電力会

社「山形県新電力」（仮称）を新年度に設立す

る方針を固めた。原発に頼らない、電力を地産

地消する仕組みを構築する。都道府県による特

定規模電気事業者（新電力）の設立は全国で初

めて。電力小売りの全面自由化に合わせ、

2016年4月の供給開始を目指す。 
  

●発送電分離を３段階で検証 
（2015.2.17 日経新聞） 

 経産省は17日、発送電分離について政府が

３段階に分けて検証するとした電気事業法改正

案を示した。発送電分離で電力会社の経営が悪

化し、電力の安定供給に支障がないかなどを検

証する。問題が判明すれば資金調達などに必要

な措置を講じる。経産省は2016年の電力小売

全面自由化前、20年の発送電分離実施前、分

離を実施後５年以内の３つの時点で検証する。 

●新設火力発電に省エネ規制 
（2015.2.23 日経新聞） 

 経済産業省は、新設する火力発電所に対し、

省エネ規制を導入する。CO2排出量の少ない

発電効率の高い設備の設置を義務付ける。電力

小売り自由化に向け、CO2排出量の多い石炭

火力発電所が急増するのを防ぐ狙い。火力発電

所の設備に石炭など燃料の発電効率の基準を設

け、基準以上の設備の設置を義務付ける。違反

した場合は勧告し、罰金を科す。 
  

●南相馬市が脱原発宣言 
（2015.3.2 NHK） 

 原発事故の影響で今も多くの人たちが避難し

ている福島県南相馬市の桜井市長は2030年ま

でに市内の消費電力のすべてを再生可能エネル

ギーで賄い、原子力発電に依存しないまちづく

りを目指す「脱原発都市」を宣言する方針を明

らかにした。具体的には今後、沿岸部に大規模

な太陽光発電や風力発電の施設の整備を進めて

いくとしている。 
  

●太陽光発電、５割抑制も 
（2015.3.5 東京新聞） 

 大手電力5社は4日、太陽光発電が受入れの

上限を超えた場合に、太陽光発電の事業者に求

める発電抑制量の試算をまとめた。全ての原発

が再稼働する前提で試算しているため太陽光発

電の受入れ余地が小さくなっており、中には年

間に太陽光発電量の半分以上も抑制を求める

ケースもあった。太陽光発電協会は「ほとんど

の事業者は参入をあきらめる」と批判した。 
  

●電力会社変えたい、64％ 
（2015.3.10 東京新聞） 

 来年4月の電力小売り全面自由化を控え、博

報堂が実施した全国調査によると、自由化後に

電力会社を変更したいかとの質問に対し「変え

てみたい」と答えた人が全体の64.0％に上っ

た。電力会社を選ぶ際に重視する点を複数回答

で聞いた結果は「料金の安さ」が75.5％で最

も多かった。一方で「地元企業であること」は

9.6％にとどまった。 
  

●2030年に再生エネ導入量2,100億kWh 
（2015.3.11 日刊工業新聞） 

 経済産業省は10日、再生可能エネルギーの

導入量が、2030年度時点で2,100億kWh程

度になるとの試算を公表した。同省は３０年度

の国内電力需要を最大1兆1,440億kWhと見積

もっており、単純計算すれば２割弱を再生エネ

で賄える。同省は30年度時点の「エネルギー

ミックス」（電源構成比）の策定作業に結果を

反映させていく意向だ。 
  

●東京電力、再生エネで揚水発電 
（2015.3.15 毎日新聞） 

 東京電力は2016年度から、揚水発電所を利

用し、東北電力などの太陽光や風力など再生可

能エネルギーを受け入れる。電力大手の営業地

域を越えた揚水発電の運用は全国初で、再生エ

ネの導入拡大につながりそうだ。東電は９カ所

に揚水発電所を持ち、発電能力は767万kW

分。原発約８基分に相当する。現在原発の長期

停止で稼働率は3％程度に過ぎない。 
  

●九州電力が玄海廃炉を決定 
（2015.3.18 日経新聞） 

 九州電力と中国電力は18日午前、臨時取締

役会を開き、玄海原子力発電所1号機（佐賀県

玄海町）と島根原発1号機（松江市）の廃炉を

正式に決めた。島根1号機は運転開始から40

年以上が経過、玄海1号機も10月に運転開始

から40年を迎える。新たな規制基準を満たす

には大規模な投資が必要になり、稼働してもコ

ストに見合わないと判断した。 

●透視調査で原子炉に核燃料なし 
（2015.3.19 ＮＨＫ） 

 東京電力福島第一原子力発電所で行われてい

る、建屋を透視して溶け落ちた核燃料を捜す調

査で、１号機では原子炉の中に核燃料が見当た

らないことが分かった。ほとんどの燃料が原子

炉の底を突き抜け、格納容器に溶け落ちている

可能性が強まり、廃炉の厳しい現実を改めて示

す形となっている。溶け落ちた核燃料がどこに

あるのか４年たった今も分かっていない。 
  

●原発はバベルの塔か 
（2015.3.20 東京新聞） 

 フランシスコ･ローマ法王は20日、ローマ法

王庁を公式訪問した日本の司教団と会見。東日

本大震災の福島第１原発事故に関連し、人間の

おごりと現代文明のひずみの一例として原発の

開発に警鐘を鳴らした。法王が原発の安全性に

言及するのは異例。原発を旧約聖書の「バベル

の塔」になぞらえ「人間が主人公になって自然

を破壊した結果の一つ」と述べたという。 
  

●大間原発反対、署名14万人 
（2015.3.25 東京新聞） 

 青森県大間町で電源開発（Ｊパワー）が建設

中の大間原発をめぐり、北海道函館市で、町会

連合会が建設の差し止めを求める14万6,184

人分の署名を集めた。25日に経済産業省に提

出する。大間原発をめぐっては、函館市が昨年

四月、国やＪパワーを相手に建設中止などを求

める訴訟を東京地裁に起こし、現在も裁判が続

いている。 
  

●節電協力金導入で電力需要１割減 
（2015.3.30 読売新聞） 

 経済産業省は、節電に協力した企業に電力会

社が協力金を支払う新制度などが導入されれ

ば、2030年の国内の電力需要が現在の水準よ

りも１割程度減るとの試算をまとめた。需要が

減ると、電力会社は値段が高い石油などの燃料

費を節約できる。その分、電気料金が下がる可

能性がある。30日に開かれる経産省の有識者

会議で示す見通しだ。 
  

●老朽原発の審査開始 
（2015.4.2 日経新聞） 

 原子力規制委員会は2日、関西電力の高浜原

子力発電所1,2号機（福井県）と美浜原発3号

機（同）の再稼働の前提となる安全審査を始め

た。運転開始から40年前後の老朽原発の審査

は初めて。関電は20年の運転継続を目指す

が、古い設備を使用していることもあり、規制

委は安全性を厳格に見極める構えだ。40年の

運転期間に差しかかった原発は初のケース。 
  

●再生エネ、最大35％拡大可能 
（2015.4.3 毎日新聞） 

 環境省は3日、2030年の再生可能エネル

ギーによる発電電力量の割合は24～35％まで

拡大可能だとする試算を公表した。原発や火力

を含む将来の電源構成（エネルギーミックス）

を検討している経済産業省の有識者委員会は、

エネルギー基本計画が目標に掲げる「2割を上

回る水準」からどこまで上積みできるかを模索

しており、影響を与えそうだ。 
  

●経産省、再生エネは20％台半ば 
（2015.4.6 時事通信） 

 経済産業省は6日、2030年時点の最適な電

源構成（ベストミックス）の中で、再生可能エ

ネルギーの比率を原発より高く設定することで

調整に入った。再生エネは20％台半ばとし、

原発比率は20％台前半を軸に詰める。東京電

力福島第１原発事故後の世論を踏まえ、再生エ

ネを最大限導入して原発依存度を下げる。ただ

原発は今後も一定規模で活用する考えだ。 

環境・エネルギー 
８行ニュース 

※報道記事を抜粋したものです 
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市
民
主
導
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
の
発
展
・
強
化
を
め
ざ
し
、
昨
年
結

成
さ
れ
た
「
市
民
電
力
連
絡
会
」
が
設
立
１
周

年
を
む
か
え
、
２
月
27
日
、
新
宿
区
に
あ
る
エ

コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
宿
で
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
記
念
講
演
で
は
、
福
島
県
会
津
地
方
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
む
会
津
電

力
の
佐
藤
弥
右
衛
門
社
長
が
講
演
し
ま
し

た
。
講
演
に
は
市
民
発
電
事
業
に
取
り
組
む

方
な
ど
75
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

●
福
島
に
原
発
の
電
気
が
必
要
か
？ 

 
 

会
津
地
方
・
喜
多
方
市
で
大
和
川
酒
造
を

経
営
し
て
お
ら
れ
る
佐
藤
さ
ん
は
、
４
年
前
の

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
と

酒
造
り
の
た
め
に
豊
富
に
あ
る
水
を
一
升
瓶

に
詰
め
て
被
災
地
に
届
け
て
ま
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
飯
舘
村
が
あ
り
ま
す
。

飯
舘
村
は
「
何
も
な
い
け
ど
、
無
い
物
ね
だ
り

は
し
な
い
」と
い
う
村
長
の
下
で
、
特
産
品
と
し

て
肉
牛
の
育
成
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

村
長
か
ら
「肉
に
合
う
日
本
酒
を
作
っ
て
欲
し

い
」
と
依
頼
を
受
け
た
佐
藤
さ
ん
は
、
酒
造
り

を
手
が
け
な
が
ら
、
村
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
「
ま
で
い
な
大
使
」
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
っ
て
、
何
も
な
い
け
ど
「日
本
の
美
し
い

村
」
に
も
数
え
ら
れ
て
い
た
飯
舘
村
は
、
人
が

住
め
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
発

関
連
の
交
付
金
を
も
ら
っ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
。 

 
 

佐
藤
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
福
島
の
状
況
を
発

信
す
る
た
め
に
「福
島
会
議
」を
企
画
し
ま

す
。
安
全
だ
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
何
故
東
京
か

ら
離
れ
た
福
島
に
原
発
が
10
基
も
造
ら
れ
た

の
か
？
原
発
事
故
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
責
任
が
自
分
た
ち
に
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
？
そ
う
し
た
問
い
か
け
の
中
で
、
あ
る
考

え
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。 

「
県
内
資
源
だ
け
で
電
力
を
ま
か
な
え
る
か
」 

福
島
県
人
口
１
９
６
万
人
が
消
費
す
る
電
力

は
年
間
１
５
４
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
す
。
一
方
会

津
地
方
に
あ
る
水
力
発
電
ダ
ム
の
出
力
合
計

は
５
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
り
、
十
分
賄
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
東
京
に
電
気
を
送
る
た
め
に
交

付
金
を
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
使
っ
て
建
設
さ
れ
た
原

発
10
基
分
の
発
電
出
力
１
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
、
自
分
た
ち
で

電
力
会
社
を
作
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

●
会
津
電
力
株
式
会
社
が
発
足 

 
 

２
０
１
３
年
８
月
、
佐
藤
さ
ん
た
ち
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
「
会
津
電

力
株
式
会
社
」を
設
立
、
そ
の
４
か
月
後
に
は

発
電
所
建
設
に
向
け
た
市
民
向
け
フ
ァ
ン
ド
を

運
営
す
る
子
会
社
「
ア
イ
パ
ワ
ー
ア
セ
ッ
ト
株

式
会
社
」を
設
立
し
、
発
電
所
建
設
に
着
手
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
１
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
雄
国

発
電
所
を
は
じ
め
２
５
４
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
建
設

し
、
今
後
も
９
～
10
億
円
を
投
資
し
て
２
５
０

０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。 

 
 

佐
藤
さ
ん
は
、
会
津
電
力
を
地
域
の
「公
共

的
」
株
式
会
社
に
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
金
融
機
関
や
自
治
体
、
メ
デ
ィ
ア
に
出

資
を
呼
び
か
け
て
い
て
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
が

出
資
に
応
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
の
数
字
を
挙
げ
ま
し
た
。 

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
自
給
で
き
れ

ば
、
県
外
か
ら
化
石
燃
料
を
買
わ
ず
に
済
む

の
で
年
間
１
千
億
円
の
資
金
流
出
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
会
津
地
方
に
あ
る

全
自
治
体
の
予
算
総
額
に
匹
敵
し
ま
す
」 

「
現
在
、
会
津
地
方
に
あ
る
河
川
や
猪
苗
代

湖
の
水
利
権
は
全
て
東
京
電
力
が
握
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
水
利
権
を
地
域
に
返
し
て
も
ら
い
、

水
力
発
電
の
電
力
を
売
れ
ば
年
間
３
～
４
千

億
円
の
収
入
に
な
り
ま
す
」 

 
 

安
価
な
水
力
発
電
の
電
力
を
供
給
で
き
れ

ば
、
電
力
を
た
く
さ
ん
消
費
す
る
工
場
や
海 

市
民
電
力
連
絡
会
が
設
立
１
周
年 

～
会
津
電
力･

佐
藤
弥
右
衛
門
氏
が
記
念
講
演 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長
・
山
﨑
求
博 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会津地方に建設された発電所（上）と雄国発電所（下） 
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外
企
業
を
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
地
域
内

の
交
通
手
段
を
電
気
自
動
車
に
す
る
の
で
自

分
た
ち
で
生
産
会
社
や
工
場
を
つ
く
る
こ
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
…
。
佐
藤
さ
ん
の
夢
は
ふ

く
ら
む
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
福
島
県
議
会

が
２
０
４
０
年
ま
で
に
県
内
で
消
費
す
る
電
力

を
完
全
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
と
決

議
し
た
こ
と
を
挙
げ
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な

環
境
が
保
た
れ
た
場
所
に
訪
れ
る
こ
と
が
観

光
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
も
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

●
白
馬
に
乗
っ
た
王
子
様
は
い
な
い 

 
 

佐
藤
さ
ん
の
活
動
に
対
す
る
課
題
に
つ
い
て

質
問
が
出
さ
れ
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

○
送
配
電
網
は
ど
う
す
る
か 

現
在
は
電
力
会
社
が
所
有
す
る
送
配
電
網
を

借
り
て
い
ま
す
が
、
福
島
に
あ
る
原
発
か
ら
電

力
を
送
る
送
電
線
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

れ
が
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
津

電
力
や
自
治
体
で
送
配
電
網
を
買
い
取
れ

ば
、
地
域
で
発
電
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
電
力
を
配
電
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

○
活
動
に
お
け
る
課
題
は
あ
る
か 

白
馬
に
乗
っ
た
王
子
様
が
現
れ
る
よ
う
な
、
誰

か
が
何
か
を
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な
ど
と
は
考

え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
電
力
会

社
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
活
動
は
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
し
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
だ
け
の

活
動
が
で
き
る
の
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
ど

う
に
か
し
た
い
」と
志
す
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

き
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。 

 
 

後
に
、
佐
藤
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
、
私
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
地
域
で
何
か
事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
時
、

や
れ
な
い
理
由
ば
か
り
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ

で
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
人
材
は
『
よ
そ

者
』
『
ば
か
者
』
『
女
性
』
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
私
が
代
表
幹
事
を
し
て
い
る
全
国
ご
当
地

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
に
参
加
す
る
全
国
の
地
域
電

力
事
業
を
見
回
し
て
も
、
そ
の
牽
引
役
は
女

性
が
、
し
か
も
パ
ワ
フ
ル
な
女
性
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
会
津
地
方
に
あ
る
只
見
で
地

域
電
力
事
業
が
動
き
出
し
ま
す
が
、
そ
こ
も

女
性
が
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人

た
ち
が
出
て
き
て
繋
が
り
あ
っ
て
い
く
過
程
は

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
活
動
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」 

 
 

佐
藤
さ
ん
、
元
気
の
出
る
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

佐藤さんのお話に耳を傾ける参加者 

2015年度事業計画を承認 
 

記念講演に先立ち、市民電力連絡会第２回総会が開催されました。 

2014年度活動報告では、昨年2月21日に開かれた発足フォーラムを皮切りに、連続講座、見学

会、提言活動等の実施した活動について、報告した。大変密度の濃い忙しい活動であったが、それだ

け社会的にニーズがあり、課題に対する活動の必要のある会であることの現われであるとしました。 

2015年度事業計画では、以下の事業を展開していくことが承認されました。 

① 連続講座（5月22日から10月＝全６回）の開催 

② 「市民・地域共同発電所全国フォーラム」への企画協力（11月13･14日、小田原市） 

③ 市民電力発電所台帳の作成 

④ 小水力、バイオマスなどの太陽光発電以外    

  の事例視察 

⑤ 他団体や各種キャンペーンとの協力 

また、市民電力連絡会の法人格取得について

運営委員会で議論が行われており、取得する法

人格の案として「一般社団法人」があがってい

ることが補足されました。順次、検討状況を共

有しつつ、次回総会に向けて決めていく方向性

と、会員からも意見を寄せていただきたい旨が

呼びかけられました。  

首都圏市民電力マップもバージョンアップ！ 
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●
３
月
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て 

売
電
開
始
後
今
年
３
月
ま
で
の
実
績
で
す

が
、
東
電
の
検
針
デ
ー
タ
を
元
に
１
日
当
た
り

に
計
算
し
直
し
た
売
電
量
を
表
①
に
示
し
ま

す
。
こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の
が
図
①
で
す
。 

１
号
の
売
電
開
始
は
13
年
の
４
月
５
日
で

し
た
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
丸
２
年
経
過
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
売
電
額
は
合
計
で
約
１
０
３

万
円
に
上
り
百
万
円
の
大
台
を
超
え
ま
し

た
。
冬
季
の
影
対
策
工
事
の
お
か
げ
か
１
～
２

月
の
実
績
は
昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
３
月
に
つ
い
て
は
昨
年
を
下
回
り
ま

し
た
。 

２
号
の
実
績
は
昨
年
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
で
す
が
、
３
月
は
１
号
同
様
昨
年
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
合
計
売
電
額
は
約
１

１
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

１
・２
号
共
に
３
月
の
実
績
が
芳
し
く
な
い

で
す
が
、
野
菜
や
イ
チ
ゴ
な
ど
ハ
ウ
ス
栽
培
が

日
照
不
足
に
よ
り
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
、
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
以
上
仕
方
が
な
い
事

で
す
。 

 
 

４
月
～
５
月
は
一
番
過
ご
し
易
い
時
期
で
す

が
、
太
陽
電
池
に
と
っ
て
も
１
年
中
で

も
発

電
に
適
し
た
時
期
で
す
。
結
果
を
楽
し
み
に
待

ち
ま
し
ょ
う
。 

 

●
松
江
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中 

 
 

現
在
、
え
ど
・
そ
ら
発
電
事
業
と
は
別
に
、

あ
る
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。
名
づ
け
て
「
松
江
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。 

 
 

区
内
京
葉
交
差
点
の
近
く
、
松
江
バ
ッ
テ
ィ

グ
セ
ン
タ
ー
の
そ
ば
に
一
軒
の
民
家
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
等
の

活
動
を
続
け
て
い
る
「え
ど
が
わ
子
ど
も
お
ん

ぶ
ず
」と
い
う
団
体
が
活
動
拠
点
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
民
家
の
名
前
が
「
松
江
の
家
」で
す
。

こ
こ
で
消
費
す
る
電
力
に
つ
い
て
、
東
京
電
力

か
ら
で
は
な
く
、
太
陽
光
発
電
の
電
気
だ
け
で

ま
か
な
う
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
に
し
よ
う
と
い

う
の
で
す
。 

 
 

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
は
、
市
民
立
・江
戸
川

第
二
発
電
所
と
し
て
07
年
に
設
置
し
た
中
古

品
の
パ
ネ
ル
で
す
。
出
力
１
５
０
ワ
ッ
ト
の
パ
ネ

ル
を
６
枚
設
置
し
、
そ
こ
で
発
電
さ
れ
た
電
気

を
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄
え
て
か
ら
分
電
盤
を
通
じ

て
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
使
え
る
よ
う
に
す
る
工
事

を
４
月
22
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。
５
月
か
ら
使

え
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。 

 

●えどがわ市民発電プロジェクト● 

「えど･そら」だより 
 

 私たちが、エネルギーを市民の手に取り戻し
エネルギー自治を実現すべく昨年末から取り組
んでいる「えどがわ市民発電プロジェクト“え
ど･そら”」。その状況について支援いただいて
いる皆さまに現在の状況についてご報告させて
いただきます。 

図① 月平均1日当たり発電実績(単位：kWh/日) 
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３
月
16
日
、
都
内
で
株
式
会
社
「
生
活
ク
ラ

ブ
エ
ナ
ジ
ー
」の
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
、

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
が
自
ら
所
有
す
る
施
設
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
供
給
す

る
た
め
に
作
ら
れ
た
電
気
事
業
会
社
で
す
。 

 

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
地
提
携
を 

 
 

生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
は
、
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
の
全
国
に
あ
る
22
単
協
・連
合
会
が
出
資

し
て
昨
年
10
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
、
首
都
圏
４
単
協
に
よ
る
風
車
の
建
設
で

す
。
そ
し
て
、
13
年
12
月
に
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
決
定
し
、
脱
原
発
を
す
す
め
、
食
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・ケ
ア
の
自
給
圏
づ
く
り
に
向
け

て
、
「
つ
く
る
」事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
発

電
設
備
は
施
設
の
屋
根
に
設
置
し
た
太
陽
光

発
電
や
風
力
発
電
所
で
、
合
計
出
力
は
６
千

８
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
。 

 
 

そ
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
か
ら
も
電
力
を

調
達
し
な
が
ら
、
16
年
以
降
は
低
圧
供
給
な

ど
を
行
っ
て
い
く
と
共
に
、
省
エ
ネ
推
進
に
向

け
た
道
具
づ
く
り
や
発
電
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
な
ど
に
、
地
元
市
民
資
本
を
入
れ
て

地
域
に
還
元
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
地
提
携

を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
半
澤
彰
浩
さ
ん

は
「
課
題
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
表
示
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
電
力
の
選
択
で
き
な

く
な
る
こ
と
で
す
。
電
気
を
選
ぶ
た
め
の
表
示

を
求
め
る
運
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
も
発
電
源
と
割
合
の
公
開
を

進
め
て
い
き
ま
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

●
ド
イ
ツ
保
守
政
権
の
脱
原
発 

 
 

基
調
講
演
で
は
、
ド
イ
ツ
・
メ
ル
ケ
ル
政
権
が

脱
原
発
へ
の
転
換
に
影
響
を
与
え
た
「
倫
理
委

員
会
」の
一
員
で
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
ミ
ラ

ン
ダ
・
シ
ュ
ラ
ー
教
授
が
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

メ
ル
ケ
ル
政
権
が
脱･

脱
原
発
＝
稼
働
期
間

延
長
を
打
ち
出
し
た
６
か
月
後
に
福
島
原
発

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
２
週
間
後
に
設

置
さ
れ
た
倫
理
委
員
会
に
対
し
て
、
メ
ル
ケ
ル

首
相
は
「脱
原
発
以
外
の
道
は
な
い
。
そ
の
理

由
に
つ
い
て
倫
理
的
な
立
場
か
ら
説
明
し
て
欲

し
い
」と
要
請
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
と
同
じ
技
術

レ
ベ
ル
に
あ
る
日
本
で
事
故
が
起
き
た
こ
と
を

重
く
見
た
の
で
す
。 

  

委
員
会
で
は
、
原
発
は
放
射
性
廃
棄
物
な

ど
に
よ
る
次
の
世
代
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
核

兵
器
拡
大
の
危
険
性
や
事
故
が
起
き
れ
ば
放

射
能
汚
染
を
広
範
囲
に
起
し
て
し
ま
う
こ
と
、

化
石
燃
料
は
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
省
エ
ネ
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
開

し
か
な
く
、
そ
れ
は
国
内
投
資
に
ま
わ
り
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
も
な
る
と
結
論
づ
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
古
い
原
発
８
基
が
停
止
さ
れ
、

残
る
９
基
も
22
年
ま
で
に
停
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
転
換
が
可
能
な
の

は
、
１
０
０
％
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
が
全
国

に
生
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
は
個
人
・農
民
で
す
。 

 
 

ミ
ラ
ン
ダ
さ
ん
は

後
に
こ
う
述
べ
ま
し

た
。 

「
日
本
と
ド
イ
ツ
が
協
力
す
れ
ば
、
原
発
に
頼

ら
ず
地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
て
世
界
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
は
革
命
で
あ
り
、
シ
ス
テ

ム
転
換
で
す
。
日
本
で
は
、
福
島
事
故
か
ら
４

年
で
こ
れ
だ
け
の
動
き
が
起
き
て
い
る
の
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
脱
原
発
ま

で
に
30
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
日
本
は
も
っ
と

短
い
時
間
で
で
き
る
で
し
ょ
う
」 

 

●
キ
ー
ワ
ー
ド
は
協
同
と
女
性 

 
 

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
名

古
屋
大
学
准
教
授
・丸
山
康
司
さ
ん
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
ミ
ラ
ン
ダ･
シ
ュ
ラ
ー
ズ
さ

ん
、
半
澤
彰
浩
さ
ん
、
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
・
加
藤
好
一
さ
ん
、
生
活
ク
ラ
ブ
埼
玉
理
事

長
・
清
水
泉
さ
ん
、
全
国
ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
会
・佐
藤
弥
右
衛
門
さ
ん
を
パ
ネ
ラ
ー
に
今

後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。 

 
 

ミ
ラ
ン
ダ
さ
ん
は
「 

一
人
ひ
と
り
に
で
き
る

こ
と
も
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
っ
と
大
き

く
な
れ
る
。
協
同
に
よ
っ
て
動
き
を
早
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
呼
び
か
け
、
加
藤
さ
ん
は

「
東
京
の
電
気
を
福
島
の
原
発
が
支
え
て
い
た

と
い
う
現
実
は
重
い
。
今
後
我
々
は
自
覚
を
深

め
る
べ
き
だ
。
倫
理
的
議
論
も
必
要
」と
し
ま

し
た
。
丸
山
さ
ん
は
、
各
地
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
主
体
の
リ
ー
ダ
ー
が
女

性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
女
性
の
活
躍

が
突
破
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
し
ま
し

た
。 

 
 

会
場
発
言
で
は
、
北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン

ド･

鈴
木
亨
さ
ん
が
「
私
た
ち
の
運
動
は
、
泊
原

発
反
対
運
動
に
対
し
て
「
電
気
の
共
同
購
入
を

し
よ
う
」
と
始
ま
っ
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

害
関
係
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
日
本
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
は
起
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

と
発
言
し
、
大
き
な
拍
手
を
あ
び
ま
し
た
。 

 
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
脱
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

に
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
設
立 

 
 

 
 

～
脱
原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
圏
づ
く
り
に
向
け
電
力
事
業
に
参
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長  

山
﨑
求
博 
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い
よ
い
よ
16
年
か
ら
、
誰
も
が
自
由
に
、
電

力
会
社
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
“
電

力
小
売
の
全
面
自
由
化
”
に
向
け
、
電
力
＝
パ

ワ
ー
の
あ
り
方
を
、
消
費
者
や
市
民
の
力
で
変

え
る
た
め
に
、
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

は
じ
め
ま
し
た
。 

 

●
真
に
自
由
な
選
択
で
き
る
か
？ 

 
 

“
電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
”
は
、
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
の
一
環
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
は
、
従
来
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
限

界
を
露
呈
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
限
界
に
対
す

る
、
①
安
定
供
給
の
確
保
、
②
電
気
料
金
の

大
限
抑
制
、
③
選
択
肢
・
事
業
機
会
の
拡
大
、

こ
の
３
つ
が
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
目
的
で
す
。 

小
売
全
面
自
由
化
に
向
け
て
、
電
力
以
外
の

多
様
な
業
界
や
、
自
治
体
、
生
協
、
市
民
に
よ

る
電
力
会
社
が
、
続
々
と
、
す
で
に
４
０
０
社

以
上
誕
生
し
て
い
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
私
た
ち
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
地
産
地
消
の
電
気
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま

す
。 

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
量
を
増
や
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
13
年
度
発
電
電
力

量
の
う
ち
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
、
水

力
を
除
く
と
、
わ
ず
か
２
・
２
％
で
す
。 

②
電
力
の
選
択
に
必
要
な
、
情
報
開
示
の
し

く
み
が
不
十
分
で
す
。
現
状
で
は
、
消
費
者
が

知
り
た
い
情
報
を
、
電
力
会
社
が
明
示
す
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
食
べ
物
や
化
粧
品
を
選
ぶ

と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
ん
な
品
質
＝
電
源

か
、
何
の
料
金
か
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
消
費

者
は
判
断
が
つ
か
ず
困
り
ま
す
。
「
電
力
の
品

質
と
、
価
格
の
内
訳
」
、
こ
の
２
つ
の
透
明
化

が
、
と
て
も
重
要
で
す
。 

③
新
規
参
入
す
る
電
力
会
社
が
、
公
平
な
環

境
で
自
由
に
競
争
す
る
た
め
の
制
度
設
計
が

不
十
分
で
す
。
発
送
電
部
門
の
所
有
権
分

離
、
中
立
的
な
強
い
規
制
機
関
を
通
し
て
、
競

争
を
透
明
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
目
的
は
政
策
提
言
と
世
論
拡
大 

 
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
誰
も
が
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
市
民
電
力
を
選
べ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
政
策
提
言
や
世
論
の
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。 

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給
を
促

進
す
る
制
度
設
計
を
求
め
ま
す 

・
電
源
成
分
、
Ｃ
Ｏ
２
や
核
廃
棄
物
排
出
量
と 

 

い
っ
た
環
境
への
負
荷
、
料
金
内
訳
の
表
示
を 

 

義
務
化 

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
公
正
な
電
力
市
場 

 

を
促
進
す
る
＝
妨
げ
な
い
し
く
み 

②
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
市
民
電
力
を
選
び

た
い
」、「
原
発
の
電
気
を
使
い
た
く
な
い
」

市
民
の
声
を
可
視
化
し
大
き
く
広
げ
る 

 

・
電
力
の
選
択
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
周
知 

 

・
電
力
選
択
の
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
提
示 

 

・
実
際
の
電
力
会
社
切
り
替
え
の
促
進 

  
 

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
４
月
時
点
で
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
脱
原
発
・消
費
者
の
立
場
か
ら
８

団
体
が
連
携
し
て
行
っ
て
お
り
、
賛
同
団
体
を

全
国
か
ら
募
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ア
ク
シ
ョ
ン
第
１
弾
と
し
て
、

み
な
さ
ん
か
ら
「パ
ワ
ー
シ
フ
ト
宣
言
」を
募
っ

て
い
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
求
め
る

声
を
“見
え
る
化
”す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
「
パ

ワ
ー
シ
フ
ト
宣
言
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！  

http://pow
er-shift.org/ 

そ
し
て
、
15
年
後
半
に
向
け
て
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
主
体
の
電
力
会
社
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
紹
介
す
る
電
力
会
社
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
供
給
が
中
心 

 

・
市
民
や
地
域
主
体
の
発
電
設
備
か
ら
の
電 

 
 

力
供
給
を
重
視 

 

・
情
報
開
示
：電
源
成
分
、
環
境
負
荷
、
料 

 
 

金
内
訳 

 

・
大
手
電
力
会
社
の
子
会
社
で
は
な
い
な
ど 

 
 

詳
細
な
基
準
に
つ
い
て
、
今
後
評
価
委
員 

 
 

会
を
開
催
し
検
討
し
ま
す
。  

 

●
受
け
継
い
だ
今
を
未
来
に
つ
な
げ
る 

 
 

電
力
小
売
自
由
化
は
、
す
で
に
走
り
は
じ
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
「
選
ぶ
」こ
と

で
、
未
来
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
安
易
に
選
べ
ば
、
安
易
な
社
会
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
電
力
小
売
自
由
化
は
、

大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
が
突
き
つ
け
た
現

実
を
、
私
た
ち
な
り
に
受
け
と
め
、
新
し
い
電

力
の
あ
り
方
を
選
ぶ
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
た

だ
、
チ
ャ
ン
ス
に
で
き
る
か
否
か
、
私
た
ち
は
い

ま
、

初
の
関
門
に
立
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
今
を
、
次
の
世
代
へ

引
き
継
ぐ
た
め
、
与
え
ら

れ
た
責
任
を
共
に
果
た

し
て
い
く
た
め
に
、
多
く

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

パ
ワ
ー
シ
フ
ト
・キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
盛
り
あ
げ
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

パ
ワ
ー
シ
フ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 
 

 
 

～
電
力
自
由
化
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
た
め
に 

手
塚
智
子 

パ
ワ
ー
シ
フ
ト
・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
サ
ポ
ー
タ
ー  


